
　徳島環境カウンセラー協議会と
協力し、小学校 5年生向けの環境
教育プログラムを作った。地域の
環境や特色、特産品、観光名所を
見つめ直し、自分たちの町を未来
へ残す素晴らしい町にするため、
地元ならではの商品開発を小学生
とともに行った。また、人材の育
成に関しては、環境・野外活動・心のケア・炊き出しの専門家を
招聘し、災害時等の場合に、エコ等の視点を取り入れ、臨機応変
に行動できる人材の育成に努めてきた。

（特非）　TOKUSHIMA雪花菜工房
学校連携型小学校高学年向け環境教育プログラムの
作成と災害時に活躍できる若手エコリーダーの養成

●成果		　環境教育プログラムは、昨年12
月のパイロット版の作成を経て、完
成版ができあがっている。若手エコリーダーに
ついても、意識の高いリーダーが10人程度
いる。

●工夫 		　被災地域や連携先の小学校に対して、現
地を訪問してのニーズ調査を丁寧に行った。

イベントの
延べ参加者数
助成活動がメディア
に掲載された回数
活動の全体目標
に対する達成度

140 人

2回

40%

　環境教育を行うことのできるリーダーは、まだ不足している状
況であり、また、環境教育の現場の実態として、学年進行に合わ
せた体系的な教育プログラムが作成されていない。

　環境教育プログラムの作成と平行して、プログラムの普及活動
に注力していかなければいけない。人材育成で能力をつけた若手
エコリーダーに、活躍の場を提供しなければいけない。

課　題

活動内容

今後の課題

小学生の商品開発

集合写真◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント


